
─ 27─

公開月例研究会講演記録〈第 270 回（2012. 10. 31）〉 

「東日本大震災における部品メーカーの
リスクマネジメントについて」

株式会社本田技術研究所社友　　　
前　川　泰　久

　こんばんは．ただ今ご紹介いただきました前川
でございます．
　私，日独協会の関係もあって，2012年 9月に
ドイツ人の学生さんを 15人ぐらい連れて三陸の
宮古，田老，山田町，大槌町，陸前高田まで，被
災地を回ってきました．しかし，まだまだ復興は
出来ていない状況です．本日は，大変な被害を受
けた三陸地域とは比べものにならないレベルでは
ありますが，少し離れた関東にある私どもの部品
メーカーでの被災状況と，そこでどのようにリカ
バリーしてきたかというお話をしたいと思いま
す．

　私の経歴は先程もご紹介いただきましたが，
1951年生まれで 60歳です．本田技研工業に入社
したのが 1978年で，学生の皆さんはまだ生まれ
ていない頃です．すぐに研究開発をやらせてくれ
るわけではなくて，本田ではまず 1年，ライン実
習がありまして，溶接とか組立とか，ひたすら肉
体労働をやる．そこで物づくりの厳しさを味わっ
た後，正式に研究所に配属になり，完成車のテス
トブロックに入りました．その後，テストコース
が宇都宮からちょっと離れた所に完成したので，
そこで仕事するために栃木研究所に移って，ブ
レーキ関係の仕事をしながら，CIVICの開発も担
当しておりました．古いので皆さんはご存じない
かも知れませんが，スポーツ CIVICと，その後
のミラクル CIVICと，2世代の CIVICの開発に
約 8年間携わりました．完成車テスト室，シャー
シー系開発室のマネージャーを経験した後，その
後，ヨーロッパの研究所に転勤いたしまして，ド
イツで 1年，そしてイギリスで 4年駐在し，イギ

リスとドイツ，イタリアの研究所を統括する社長
をしておりました．
　 2007年 6月末にショーワという部品メーカー
に転籍して，ここで昨年 2011年の大震災に遭遇
して，その対応を実施しておりましたが，まだリ
カバリーが完了していない 6月末，株主総会を
もって退職になりました．

　ここで，私が転籍したショーワの会社紹介をさ
せていただきます．埼玉県行田市に本社があっ
て，四輪，二輪，ボート用，その他の部品を生産
しています．
　四輪用部品では，ショックアブソーバ（ダン
パー），パワーステアリング（油圧と電動），テー
ルゲートダンパー，四駆のプロペラシャフト，
ディファレンシャルギアも作っていて，各自動車
メーカーに納めています．
　 2輪用部品では，ショックアブソーバ，駆動系
部品，二輪のショックアブソーバの生産量は世界
一で，ハーレーダビッドソン，BMW，TRIUMPH
をはじめ，世界の二輪メーカーで使われていま
す．
　ご存じないかも知れませんが，ボート用部品も
作っておりまして，港に入った時に船外機自身を
持ち上げるとか，スピードに合わせて船外機の船
に対する角度を変えるための油圧機構を作ってい
ます．
　ショーワの拠点はホンダの拠点マップとほとん
どラップしていて，ホンダさんの部品を現地で供
給し．研究所も，四輪の研究所であれば栃木とア
メリカのオハイオに一緒にいるという形です．
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　それでは本題の「東日本大震災におけるショー
ワのリスクマネジメント」についてお話しいたし
ます．（資料 1）
　実はリスクマネジメントのいろはですが，例え
ば，こういう講演会や学会がある時は，司会者な
り私が，「もし何か大きな災害が起きた時には，
私の指示通りに逃げてください．出口はこちらで
す」と言ってから始めなければなりません．メー
カーさんへの訪問でアメリカに行った時に，そこ
の社長が，そう言ってからプレゼンを始めたので
すね．日本ではまだ行なわれていないことで，そ
の時は驚きましたが，これは大切なことだと私は
思っています．
　ショーワにはいくつか工場や拠点があります
が，今日は，一番被害を受けた栃木開発センター
と本社工場の二つについて主にお話しいたしま
す．栃木は震度 6強でしたが，被害があまりにも
大きいので，インターネット上では後から震度 7

に書き換えられています．宇都宮から東方向に約
13キロという内陸でありながら，結構ひどかっ
たわけです．行田の本社の方は震度 5強ですが，
それでも大きな揺れでした．
　大震災発生時，私は本社の役員室にいました．
揺れ始めてまずしたことは，避難訓練のように，
机の下に入りました．後ろにある神棚から色々な
ものが落ちてきて，机の下に入っていなかったら
頭に当たったかも知れません．開いていた扉も揺
れで閉まってしまいました．扉が開かないと大変
なことになりますから，地震の対応として，ドア
を開けておくときは，ストッパーもちゃんとかけ
ておくべきだなと後で思いました．
　揺れが少しおさまったところで，避難場所のグ
リーン地帯に避難しました．日頃の避難訓練通
り，みんなも集まってきて，避難訓練の大切さを
再確認しました．
　私のいた行田の本社工場の初期対応ですが，繰
り返しになりますが，2時 46分，地震発生直後，
各事業所で従来行なってきた避難訓練通り，まず
机の下へ移動．揺れが少しおさまって，避難指定
場所の中庭へ避難．身体障害者で車椅子の方がい
たのですが，「車椅子の人を抱えて階段を降ろし
てくれ」と私がお願いしました．全員無事に避難
して，列を作って点呼がすぐ出来，これも日頃か
ら練習しておいてよかった事です．

　避難場所で待機して余震に備える．ここで初め
て，スマートフォンを持っている従業員から「ど
うも東北で地震があったみたいだ」という情報を
得ました．
　初動対応で一番大事なのは従業員の安否確認で
す．埼玉の工場長が安全責任者でしたので，ハン
ドマイクで点呼をし，状況報告を聞き，それに対
する指示をしました．管理職がもう 1回事業所内
を回って，機械の下に入っていないか，トイレに
閉じ込められていないか確認すると同時に，生産
設備がどの程度壊れているかという確認もしてい
ます．
　 3時 8分，大きな余震がありまして，建屋内に
入っていた人もまた避難場所に出てきてもらいま
した．どうにかおさまってきた 4時頃，金曜日で
もう仕事は出来ませんので，帰れる人には帰って
もらおうと，従業員への帰宅指示をしました．管
理職立ち会いのもと，5人ずつ事業所内に入室し
て自宅や車の鍵を取り出し，着替えられる人は着
替えて帰ってもらう．全社対策本部を作ることも
役員室で決めました．
　出張者や外出者など，その場にいないメンバー
について，最初は携帯がつながらなかったので固
定電話で，携帯が使えるようになってからは携帯
で，従業員緊急連絡リストを使って連絡して，5
時過ぎには事業所全員の安否確認を完了しまし
た．
　私自身が当時，悩んだことですが，携帯が通じ
ない時に，世界中のショーワの拠点にどうやって
我々の状況を伝えるかということです．実は国際
電話だけ通じていましたので，アメリカの拠点長
に電話をして，人的被害が無かったことを，彼か
ら世界の全拠点にメール配信してもらいました．
　次にリスクマネジメント体制をお話しします
が，懸念される事象は色々考えられます．地震，
津波，台風などの自然災害．大規模火災や爆発．
放射能，地下水，土壌などの環境汚染．海外では
戦争や航空機事故，企業テロなどの重大事象もあ
り得ますし，海外駐在員や出張者が誘拐されたと
か事故に遭遇するなどの人的災害もあります．
（資料 2）このような事象が起こった時には，危
機発生部門の部門長はレベルにかかわらずリスク
マネジメント委員長に報告すると同時に，発生部
門としても対策本部を設置します．私はリスクマ
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ネジメント委員長を当時やっていましたが，部門
長から受けた情報を役員室に報告するとともに，
役員室と一緒になって全社対策本部を設置する．
そして経営責任者の判断を得て，対策方法，対応
方法を決定し，発生事業所にフィードバックす
る．と言った流れで体制が作られています．
　ここで大事なことは，人命を最優先して，危機
対応の内容を即断即決すること．また，緊急対応
として，例えばガソリンをすぐ買いなさいとか，
毛布を持ってきてくださいとか，すぐ決めなけれ
ばいけません．被害者の救済も，会社の中だけで
なく，地域が災害を受けた場合は地元の企業とし
て社会貢献活動することも必要です．もちろん事
業回復にも努めなければならないし，親会社とか
関連会社，あるいは市役所など，関係者への情報
提供も必要です．
　日頃から緊急連絡網を整備して，危機発生時の
初期連絡ルートも決めておいて，実際に練習もし
ておくわけです．例えば，私がリスクマネジメン
ト委員長で，各部門ごとに代表が決まっていて．
それぞれの携帯と FAX番号も明記しておき，危
機が発生したときにはそこに自動的に連絡する．
その連絡する人も決めてありましたので，幸い
ショーワの場合はあまりもめずにスムーズに対応
出来ました．これも日頃の訓練のおかげだと思っ
ています．
（資料 3）全社対策本部は，操業支援，開発支援，
従業員支援，広報と大きく四つに分けて，それぞ
れの役割も決めておきます．例えば，社外から何
か聞かれた時に，誰がどう答えるか，どこまで情
報を出していいのか決めておいて，それは広報が
対応するという形です．その上にリスクマネジメ
ント委員長を含めた役員室があって，対策本部長
がアクションメンバーの指名・招集・対応方針の
決定をすることになります．
　震災翌日の 3月 12日，幸い電気が復旧しまし
たので，本社に全社災害対策本部を設置して，会
社の被害状況，得意先の生産動向と納品への影
響，取引先の被害状況，在庫の確認などの情報を
収集して全社への配信を行ないました．
　危機管理マニュアル通りに担当部署のメンバー
が集まって本部をスタートし，毎日 2回，午前と
午後，定例ミーティングをして，その進捗状況を
ホワイトボードに書きながら，各部門に指示を出

していきました．安全確保を第一に，電気やコン
ピュータが止まったのをどうやって戻すか．など
の課題を S，A，B，Cランクに分けて，緊急度
の高いものからやっていきました．ショーワの被
害状況について本田技研工業様をはじめ関連会社
に報告するために，営業なり，購買なり，担当メ
ンバーに状況を確認したりしました．生産リスク
対応は勿論緊急度が高かったわけですが，被害の
少なかった南の方の工場から発電機を送ってもら
うとか，ショーワ全体の連携で何とか乗り切るこ
とが出来ました．その際，テレビ会議も活用して
います．
　インフラが復旧した後，本社・埼玉工場では
ショーワ全体とお客さまに向けて詳細な情報伝達
をした後，本社機能の早急な復帰のための課題の
洗い出しを行ないました．具体的には，インフラ，
電源，パソコンネットワークの自家発電での復帰
確認．各事業所の製品や機械で壊れて使えないも
のはないか，工場の隅々まで確認する．コン
ピュータのデータベースが入っているサーバーの
早期復帰のために，自家発電で 24時間対応出来
るようにする．埼玉工場は生産工場として色々ダ
メージを受けましたので，まずは安全対策を優先
に片づけをする．破損した配管の緊急修理のため
に業者を手配するなどです．
　次に従業員の家族の安否確認をしました．従業
員は全員無事でしたが，ご家族が被災されたとい
う者もおりますので，当該メンバーと相談しなが
ら，被災地に行く場合はまずは有休処理するよう
にいたしました．
　在庫の確認と納入先への日程調整も大きな問題
でした．ご存じの通り多くの部品メーカーさんの
製造工場が壊れて製品が作れなくなったために，
各自動車メーカーさんは大幅な生産調整に入った
こともあり，ショーワの部品は何とか量産日程に
間に合いまして，取引先に大きなご迷惑をかける
ことは有りませんでした．しかし，この対応がか
なり大変でした．
　次に一番被害の大きかった栃木の四輪開発セン
ターの状況についてご説明します．宇都宮駅から
東方向に有り，鬼怒川を渡って，（株）本田技術
研究所の手前にあります．震度 6強の強い揺れと
同時に，避難訓練通り机の下に入り，その後指定
避難場所に全員集まって，従業員の負傷者，死亡
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者ゼロを確認して，本社に報告しております．後
で写真を見ていただくと分かりますが，こんなに
色々なものが落ちてきたのに誰もケガがなかった
のが不思議なぐらいの状況でした．
　余震後の対応も本社工場と同じです．栃木事業
所内でも対策本部を設置して，本社と連絡を密に
とって情報を伝えました．私は本社で聞く方の立
場でした．
（資料 4）栃木四輪開発センターの被害状況を写
真でお見せしますと，設計棟 Aというのが一番
壊れた建屋で，外側の壁はヒビが入り，窓も外側
に枠ごと外れて，ガラスも割れています．屋上に
あったエアコンの室外機は殆ど倒れました．当社
だけでなく，この地域のどこの会社も同じ状況
で，エアコンの室外機を屋上に置くのは地震に対
し弱いということを今回学びました．
　室内は天井の石膏ボードがはがれ，内部の断熱
材が垂れ下がっています．鍵をかけていない机は
揺れで引き出しが出たために転倒していますし，
ファイル棚から書類は落下していて．パーテー
ションも外れて倒れたりしました．書庫のファイ
ルも落下しているし，エアコンのカバーもはがれ
かけています．
　事務棟及び設計棟でも，引き出しの出た机は書
類の重さで前に倒れている．ですから，地震が
あっても机が倒れないように，日頃から机に鍵を
かけて仕事をする事が一つの対策になります．こ
こも設計棟と同様に天井の石膏ボードもはがれて
いますし，パーテーションにはヒビが入っていま
す．
　事務棟の 3階に食堂があって，厨房の重い冷蔵
庫などが全部倒れています．3時前で，ちょうど
食堂のおばさんも従業員もいなかったので良かっ
たのですが，ご覧の通り，上から物が落ちてきた
り，机が倒れたりで，ここに人がいたらと思うと
ゾッとします．
　 1階のテスト室でも測定器や作業台が動いて，
部品が散乱しています．地震対策としてバケット
落下防止バーをつけていたところの部品は全く落
ちていません．やはり日頃からの対策が重要だな
と思いました．アンカーボルトで固定した所はほ
とんど動いていないのですが，あまりにも揺れが
大き過ぎて外れた部分もあったので，かなりちゃ
んとしたアンカーボルトをつけないと駄目という

反省もあります．
　幸いだったのは，1階のサーバーに四輪の開発
データや図面データが全部ありましたが，これに
はアンカーベルトで鉢巻きをして，あちこち止め
てあったおかげで，電気が復旧すると同時に電源
をオンしたところ，データはそのまま，全くダ
メージ無しで，これは本当に良かったと思いまし
た．事前対策が活きた例です．
　栃木開発センター災害対策本部のアクションで
すが，基本的には本社工場と同じで，毎日 2回の
定例ミーティングを行ないました．ただ，ここは
被害が大きくて，建屋の中に人が入れない所も多
く．震災発生が金曜日でしたので，土日は従業員
は全員自宅待機としました，そのため土日は管理
職と役員メンバーだけで現場の状況を把握しなが
ら対策と計画を相談していきました．その後，危
険と思われる場所には，建築士や建物の安全
チェックが出来る専門家を入れて，安全確認しな
がら検証しました．
　余震でいつ残っている天井などが崩れてくるか
分かりませんので，当面ヘルメットをかぶらない
と中に入れない状況でした．栃木は開発部隊でヘ
ルメットの数が足りないので，ショーワ・グルー
プの工場から何十個もヘルメットを送ってもら
い，寒い時期でしたので防寒着も送ってもらいま
した．分散して拠点があることも有利だったと思
います．
　次の月曜日からの食事をどうするかも大問題で
した．食堂は壊れて使えない．食糧の買い出しに
行くとか，お弁当屋さんに頼むとか，こういうの
も全部災害対策本部で決めてやりました．
　災害時に一番大事なのは，“今何をやるべきか”
という項目の洗い出しと推進日程です．私もリス
クマネジメント委員長でしたので，現場に行って
詳細な内容をスタッフと一緒に決定し，そのフォ
ローをしました．
（資料 5）これが実際のアクション資料です．3月
12日，大震災発生の翌日から，4月 4日の稼働開
始まで，対策会議を毎日やって，全社対策本部に
報告しながら進めていきました．これはその時の
報告書に使ったものをまとめたものです．
　以上をまとめますと，まず最初にやったのは従
業員の安全確認と伝達網の再確認．組合員につい
ては当面自宅待機を指示しました．安全確認後，
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出社してもらいましたが，食堂が潰れて使えない
ので，中庭で説明会をすることになりました．ま
た，暖房が殆ど使えなかったので従業員は全員防
寒服を着てもらいました．
　設計事務所及び建築士による安全確認後，設備
エキスパートと管理職を中心にダメージのチェッ
クをして，必要な場合は入室制限をするなど決め
て行きました．
　Catiaというのは 3次元の図面を描くコン
ピュータで，壊れると翌日から図面が描けない大
切な設備ですが．これが何十台もありました．天
井の石膏ボードが落ちたところには幸い 1台も無
かったため．すぐ電源を入れてチェックしました
が，幸い何の問題もなく稼働の確認ができてほっ
としました．従業員のパソコンは，壊れたのもあ
りましたけれども，ほとんどが使用可能で，高さ
にも寄りますが石膏ボードぐらいでは意外と壊れ
ないと思いました．
　建屋の応急処置では，雨よけのビニールシート
を張るとか，ベニヤ板による壁の補強などをしま
した．同時に余震対策として，高い所のものを下
ろす，転倒防止のため机同士のひもによる固定，
また引き出しが出ないように事務机の通常施錠な
ど，ラック同士の固定，棚のストッパー付けの徹
底，など地道な作業を緊急でやりました．
（資料 6）入室して作業する従業員が二次被害に
合わないように，建屋入室に際しての服装につい
て，棟ごと，階ごとに，細かく決めています．帽
子でいいのか，ヘルメットが必要なのか．粉塵の
立っている所は防塵用マスクや眼鏡が要る．ガラ
スの落ちているところは軍手だけでなく皮手袋も
必要です．このように細かく規定したうえで，入
る目的も限定し，責任者も決めて，その指示に
従って行動するようにしました．
　従業員に対する注意事項としては，余震が発生
した場合はすぐ逃げなさい．立ち入り禁止エリア
には絶対立ち入らないこと．開発部門ですから機
密文書も散乱していますので，捨てられるものは
「廃却段ボール」に入れてもらう．必要な書類は
施錠できるプレハブに移動しました．
　その他の連絡事項として，昼食は弁当を支給し
て，安全な所で食べてもらう．作業服での出社・
退社オーケーで，必ずしもロッカー室で着替えな
くてもよい．計画停電やエアコン故障の場合も考

慮して防寒着を持参する．各自の荷物は最小限に
して，私物は自宅で管理するようにとか，細かい
指示をしています．
　実際のアクションでは色々な工夫をしていま
す．例えば，資料片づけの際に余震検知担当者を
交代で一人ずつ置いて，この人は何もしないで
座っている．みんな必死で片づけをしていると，
余震があっても分からないので，この人が知らせ
るわけです．あるいは，足元の突起物でけがしな
いように，ここに突起物があると分かるようにし
ておく．散乱した図面類の掃除と戻し作業では，
全員防塵マスクをしています．
　次に暫定対策の実施例を幾つか見ていただきま
すが，雨が入っては困るので，まず壊れたところ
にビニールシートをかけました．その後，足場を
組んでベニヤ板を張り，業者が入って天井のボー
ドを全て外して落下の危険性を無くしました．
　事務所机の転倒防止では，S字フックで机同士
を固定したり，中から書類が出ないように鍵をし
ておく．天井の石膏ボードは，破断防止のために，
鉄の柱と石膏ボードのすき間をとって，目隠しの
カバーをつけておく．これも今回得たノウハウで
すけれども，余震でも全く問題ありませんでし
た．
　キャビネットのガラス戸も幾つか割れましたの
で，外して鉄の棒をファイルの手前につけて書類
が出ないようにしました．パーテーションも，も
ともとはガラスだったのを全部アクリル板に最終
的に換えました．
　ラック同士も転倒防止バーで接続しておくと倒
れないとか，アンカーボルトで棚を固定するのも
効果的です．パーテーションが壊れたために，
パーテーション側に浮いていた部品がむき出しに
なったので，それを落下防止ベルトで止めていま
す．
　テスト設備や加工機械がたくさんありますの
で，設備復旧管理シートを作って，赤マークのつ
いているものは触っては駄目，黄色は復旧の最
中，青になれば使用可能と，はっきり分かるよう
にしています．
　例えば，テスト C棟 1階では大型クレーンが 2

台有りましたが，これが落ちては困るので，業者
を入れて点検表をもとに安全を確認してもらう．
“大丈夫ですよ”という保証を業者からもらって，
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それから稼働するようにしました．
　業務スペース確保のための対策も色々考えまし
た．以前から共同開発で使用させていただいてい
た関連メーカーさんの事務所の被災がほとんどな
かったので，そこに Catiaを追加して持ち込んで，
私どもの社員も増やして仕事ができたので，設計
部門のリカバリーが早くできました．工場にもス
ペースがありますので，そこに長期出張して，そ
こでも Catiaでの設計を続けたり，設備を部品生
産工場へ移して，そこでテストできるような工夫
もしました．
　食堂はダメージが大きくて半年間使えませんで
したので，その間，被害の少なかった事務棟 2階
の会議コーナーを仮の食堂にして，お弁当で耐え
てもらいました．
　トイレの暫定対応については，使用出来る所，
出来ない所，何とか使えるところに分けて，その
リストを全員にわかるように貼り出しました．何
とか使える所については，1回目はタンク内の水
を使用する，2回目はバケツの水をタンクに入れ
て使用する．これも今回のわれわれのノウハウの
一つで，皆さんのお宅や学校でも，緊急時にどこ
のトイレはどう使うか決めておくことをお勧めし
ます．
（資料 7）これが実際のアクション資料で，3月
30日時点の進捗状況です．どこの建屋がどこま
で直ったか，今何をやらなければいけないか，今
後何をやる計画か，1枚にまとめて災害本部に報
告しています．そして建屋に入る時は「ゼロ災で
いくぞ　ヨシ！」とみんなで指差唱和することも
奨励しました．
　今回，初期対応及び暫定対応のアクションから
得られたノウハウをまとめますと，安全確認には
専門業者に入ってもらうことが必要です．企業の
設備管理者がたとえば建築士の資格を持っていた
ら，一人で建物の安全確認と設備管理の両方が出
来るわけですから，そういう教育もしておくと良
いと思います．
　天井や内壁に使われていた石膏ボードは，耐火
性はあるけれども，崩れやすいことが分かりまし
たので，よい材料を見つけて換えていかなければ
ならない．事業所内の設備機器類はアンカーボル
トで固定するとか，棚からの落下防止のためにス
トッパーとかラチェット式固定ベルトをしておく

ことも必要です．机は施錠して，足を相互に縛っ
て倒れないようにしておくなど，地震対応を着実
にやっておくことで防げることがたくさんありま
すし，たまたま今回は Hondaのエネポというガ
ス発電機 2台とガソリンの発電機が 1台ありまし
たので，停電時も大いに役立ってくれました．
　サーバーはベルトによる転倒防止策のおかげで
倒れず，データのダメージもなく，本当に助かり
ました．今回は大丈夫でしたけれども，輪番停電
に備え，社内のサーバーを管轄電力に分けて設置
することも必要だと考えて，東電管内の御殿場工
場から中部電力管内の名古屋工場に第二サーバー
を移しました．開発拠点は 3ヵ所ありますので，
開発の図面データを 3ヵ所で持ち合うようにし
て，どこが被災してもデータが残るような体制も
とっています．テスト設備も，製造部門と開発部
門で複数の同じ設備を持つことで，ショーワ・グ
ループの中でやりとりが出来る．それによって業
務の停止が最小限に出来ると考えています．
　厨房設備やエアコン室外機など，重量機器は出
来るだけ 1階に設置するとか，ガソリン不足に備
えて社有車のガソリンは常に満タンにするという
のもルール化しています．

　次に生産リスク対応ですが，生産部品の代替対
応あるいは生産量の確保というのは製造業にとっ
て重要な問題で，まず在庫の確認とリードタイム
の確認，原材料の確保，国内の他工場で生産が出
来るか出来ないか，並行発注メーカーがあるのか
ないのか，同じ部品が海外で生産出来るか出来な
いか，型を移動すれば他の部門でも出来るのでは
ないか，など，こういったことを全部門で細かく
検討して，その際のコストも考慮して，リスク部
品の洗い出しと対応を決定していかなければなら
ないわけです．
　四輪，二輪，ボートなど多くの部品があります
ので，多岐に渡る内容を分析して，在庫，そして
原材料もあるものは OK部品とします．
　すぐに対応出来ないが，見通しがある部品とし
ては，材料は同じだが，メーカー違いで性能と品
質確認が必要なもの．それから，これは実際に
あったことですが，同じ会社のもので，鉄材料が
溶鉱炉から電気炉に変わると若干組成が変わるた
めに確認が必要なものもありました．また，海外
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の生産拠点に在庫と生産設備があって，状況に
よって輸入出来るもの．これも，すぐに対応出来
ないが，見通しがある部品としました．
　一番困ったのは生産メーカーが 1社しかなく
て，すぐには代替生産出来ないものです．三陸な
ど被災に遭ったメーカーさんは完全にインフラが
駄目で，復旧予定も見えない．そこで試作メー
カーに図面を渡して，図面上同じ物を作っても
らって，性能確認，品質確認の上，オーケーを得
たあと納入した部品もありました．
　中国の納入先が放射能の影響を心配して，入管
ストップになりましたけれども，結果的にオー
ケーになったという例もあります．
（資料 8）これはサーバーが全部死んでしまって，
図面がなくなった状態の条件まで入れたフロー
チャートです．図面が存在するか，型は存在する
か，違うメーカーで生産してもらえるか，型を新
作するリードタイムがあるかなど，このような確
認をしていって，なるべく成立するだろうという
条件を洗い出して試作品を作り性能保証の為に開
発確認，テスト確認，アセンブリの確認をして，
最終的にはお客さまがこの部品でいいかどうか確
認して，やっと量産ということになります．
　また輪番停電での課題と対応も今回大きな問題
でした．輪番停電によって，例えば夜間電気が来
る場合，夜間に生産するために，勤務を夕方から
の 2勤，3勤に変えるとか，従業員の働く時間を
変更したりしました．海外との関係では，サー
バー系やノーツ系は 24時間オンにしておかなけ
ればいけないので，必要な時間だけ発電機によっ
て稼働を継続するようにしました．
　困ったのが金属の焼き入れ工場で，数時間の停
電でも，炉の温度がキープ出来なくなれば工場と
して成立しなくなります．発電機が間に合うまで
の間，日頃からお付き合いしている会社に代替焼
き入れをお願いしました．ということで，いざと
いう時のために事前に課題部品の洗い出しと代替
生産のシミュレーションをしておくことが大事で
す．
　部品の原材料や加工メーカーも，1社では何か
起こった時に対応出来ないので，リスク分散のた
めに基本 2社手配しておく事が対策になると思い
ます．
　以上をまとめますと，リスクマネジメントの考

え方は，人命の安全確保と企業ダメージの極小化
を大規模災害に対する基本方針として，海外を含
む発生リスクの情報共有化と災害発生時の防災訓
練に尽きると思います．情報共有化のためには，
連絡網を充実させておくこと．防災訓練では，安
否確認のための点呼と報告ルートの再確認，什器
などの転倒防止対策，発電機などのインフラ整備
の再確認，担当メンバーの役割と行動再点検など
も重要です．
　倒れた人を動かしていいかどうかの判断，ケガ
したときの止血方法など，簡単な応急処置が誰で
も出来るように，ファーストエイドの講習と登
録，AEDの使い方訓練をしておくことも大事で
す．
　これは金色コーティングされたビニールシート
ですがファーストエイドキットに入っているもの
で，毛布代わりになりますので，寒さはかなりし
のげます．防災グッズを売っている所には必ずあ
りますし，これを常に持っていれば現場では結構
役に立ちます．車の中にも入れておくと安心で
す．
　ショーワではいま，今回の経験をベースに，危
機管理マニュアルをもう一度見直して，緊急部品
の整備を図っています．実はこれまでも管理マ
ニュアルはありましたが，知らない人が多かった
ので．すぐに使える分かりやすいマニュアルを作
成して，知っているメンバーを極力増やしておく
こと，実際それによって訓練しておくことが大事
だと痛感させられました．それと同時に，防災
グッズ，水，乾パンなどの食料品，電池，簡易ト
イレなども準備しておくことです．
（資料 9）チェックリストの例ですが，これは色々
な会社や事業所で使えますし，SARSとかテロな
ど，他の災害時にも応用出来ると思います．会社
の中でこういうものを作っておいて，全事業所で
定期的にチェックを行なう．備品のチェックも入
念にやるようにしています．

　以上が被災を受けた拠点の対応の主な内容で
す．
　さて，ここでショーワにおける津波の対応につ
いてお話いたします．
　二輪のショクアブソーバーを作っている静岡の
浅羽工場周辺は，東海，東南海，南海を震源とす
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る 3連動地震の可能性が高く，津波予測では海岸
で 11mと言われていますが，避難場所としてこ
の地域に高い建物がない事がわかりました．そこ
で工場の屋上を従業員の避難場所にしようと考え
ていたところ，地域住民の避難先にも使わせてほ
しいという要望が地元の袋井市からありまして，
地域社会と共存共栄を図るために，従業員 700

名，地域の方 250名，合計 1,000名ぐらい入れる
避難施設を工場の屋上に設置しました．
　津波は南側から来ますので，より安全な場所に
非常階段を 3ヵ所整備して，そこから上がっても
らうようにいたしました．防災倉庫も 2個用意し
て，発電機，食料品，水，医薬品，簡易トイレ，
マスクなど，今回の被災で必要とされたというも
のを備蓄しています．

　最後にまとめですが，リスクマネジメントは重

たい仕事です．日頃災害は来ないと思われがち
で，定例会議と訓練はするけれども，管理職も従
業員も危機感が足りないのが普通です．今回の震
災を期に，会社は勿論の事，ご家族を含めて本当
の意味でのリスクに対する議論をして着実な準備
をしていただきたいと思います．

　おかげさまで栃木開発センターは 2011年 10

月，食堂も 1階に完成して，完全稼働状態になり
ました．一番被害の大きかった設計棟 2階は部品
庫と一部会議室として使っています．災害発生以
来，もちろん被災地の方々のご苦労とは比べもの
になりませんが，冬は寒く，夏は暑い中，社員一
丸で復旧に当たってまいりました．
　大勢のメンバーが全員力を合わせて復旧できた
経験は得がたいものだったと感謝しています．
　ご静聴ありがとうございました．
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